
（別紙３）

～ R6年　9月　30日

（対象者数） ４７名 （回答者数）
25名

～ R6年　9月　30日

（対象者数） ９名 （回答者数）
９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
　ご家庭や学校での様子を共有いただき、事業所内での取り組みについてお話

しする機会をつくっていきます。

2 　イベント内容の工夫、余暇時間の充実を図っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　保護者様のニーズを把握するため事業所からも積極的にお声かけさせていた

だき、どのような情報や支援が必要とされているのかを明確にしていきます。

2
　運営ソフト、活動記録・SNS等を使って事業所の取り組みを発信していきま

す。

3

○事業所名 ゆいまーるあくあ

○保護者評価実施期間
R6年　8月17日

○保護者評価有効回答数

R6年　8月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R6年　10月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　父母の会の活動支援やペアレントトレーニングなど、保護者様に向けた情報

提供の機会が少ないこと。

　父母の会や保護者様を集めたペアレントトレーニングを行った経験がなく開

催実施までに至っていません。

　事業所の各種マニュアルが保護者様に十分に周知できていません。
　感染症対策・安全管理マニュアル等実施していますが保護者様への周知方法

の仕組みが整っていませんでした。

　保護者様との情報共有に努めていること。
　お子様の様子を、送迎時や運営ソフト（サービス提供記録）で詳細に伝えて

いくよう工夫しています。

　保護者様にもお子様の様子が伝わるようにSNSの投稿活動を積極的に取り組

んでいる。

　活動内容をわかりやすく伝え、利用者様が楽しんで活動に参加している様子

や余暇時間の様子を伝えるようにしています。

事業所における自己評価総括表公表


